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先
生
方
に
お
願
い
し
た
こ
と

湯
川
村
教
育
委
員
会
　

教
育
長
　
佐
　
原
　
健
　
一

　

今
年
度
も
コ
ロ
ナ
禍
で
「
新
し
い

生
活
様
式
」
の
も
と
で
の
教
育
活
動

が
ス
タ
ー
ト
し
、
半
年
が
過
ぎ
る
。

湯
川
村
で
も
、
小
学
校
の
運
動
会
を

秋
に
延
期
す
る
な
ど
、
子
ど
も
た
ち

の
健
康
安
全
を
第
一
と
し
て
、
確
か

な
学
び
を
保
障
す
る
た
め
に
校
園
長

会
、
学
力
向
上
推
進
会
議
を
核
と
し

て
、
保
幼
小
中
の
学
び
を
つ
な
ぐ

「
ゆ
が
わ
っ
子
育
成
プ
ラ
ン
」
に
つ

い
て
協
議
を
進
め
て
き
た
。
各
学
校

で
は
、
こ
の
プ
ラ
ン
と
研
究
主
題
を

関
連
さ
せ
な
が
ら
教
育
実
践
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
、
村
学

力
向
上
推
進
会
議
主
催
の
授
業
研
究

会
及
び
Ｉ
Ｃ
Ｔ
研
修
会
を
各
二
回
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
各
学
校
に
導
入
し

た
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
つ
い
て
は
、

初
年
度
で
も
あ
り
、「
ま
ず
使
っ
て

み
る
」
こ
と
を
目
標
と
し
た
。
各
学

校
と
も
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
活
用
に

も
意
欲
的
に
取
り
組
み
、
子
ど
も
た

ち
の
学
び
を
豊
か
な
も
の
と
し
て
い

る
こ
と
が
、
授
業
参
観
や
研
究
協
議

会
の
中
で
確
認
さ
れ
た
。
村
教
育
委

員
会
に
と
っ
て
も
こ
の
上
な
い
喜
び

で
あ
る
。
同
時
に
、
各
学
校
の
校
長

先
生
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、

各
先
生
方
の
献
身
的
な
努
力
に
よ
り
、

子
ど
も
た
ち
は
コ
ロ
ナ
禍
で
も
落
ち

着
い
た
学
校
生
活
を
送
っ
て
お
り
、

充
実
し
た
学
習
が
で
き
て
い
る
こ
と

に
感
謝
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
前
向
き
な
先
生
方
の

集
団
だ
か
ら
こ
そ
、
全
体
研
修
会
の

席
で
次
の
こ
と
を
お
願
い
し
た
。

「
湯
川
村
の
子
ど
も
た
ち
は
、
ど
の

子
も
伸
び
る
の
だ
と
い
う
強
い
信
念

を
も
っ
て
、
一
人
一
人
の
心
に
寄
り

添
い
、
深
い
教
育
愛
で
指
導
す
る
こ

と
で
、
知
・
徳
・
体
の
力
と
自
己
有

用
感
・
自
己
肯
定
感
を
高
め
て
ほ
し

い
」
と
。

　

先
生
方
の
指
導
に
よ
り
、
子
ど
も

た
ち
が
「
湯
川
村
の
小
学
校
に
通
え

て
よ
か
っ
た
」「
湯
川
中
学
校
を
卒

業
で
き
て
よ
か
っ
た
」
と
感
じ
、
高

校
、
大
学
、
社
会
人
に
な
っ
た
時
、

自
分
は
「
湯
川
村
出
身
で
す
」
と
、

自
信
と
誇
り
を
も
っ
て
言
え
る
人
間

に
成
長
し
て
く
れ
る
こ
と
を
私
は
願

っ
て
い
る
。
村
教
育
委
員
会
と
し
て

も
教
育
環
境
の
さ
ら
な
る
充
実
に
努

め
て
い
き
た
い
。

前
期
の
所
長（
管
理
）訪
問
か
ら

　

前
期
の
所
長
（
管
理
）
訪
問
は
、
六
十
二
校
を
訪
問
し

ま
し
た
。
各
校
に
お
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
防
止
の
視
点
か
ら
、
学
校
行
事
を
始
め
と
す
る
教
育
課

程
を
見
直
す
な
ど
、
様
々
な
工
夫
を
施
し
な
が
ら
教
育
活

動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
授
業
改
善
に
取
り
組
む
先
生
方
の

姿
か
ら
は
「
子
ど
も
た
ち
の
学
び
を
止
め
な
い
」
と
い
う

強
い
意
志
を
、
明
る
く
元
気
に
活
動
す
る
児
童
生
徒
の
姿

か
ら
は
「
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
喜
び
」
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
度
課
題
で
あ
っ
た
「
多
忙
化

解
消
」
に
つ
い
て
は
、
各
校
と
も
出
退
勤
時
刻
を
適
正
に

管
理
し
、
時
間
外
勤
務
は
大
幅
に
減
少
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
積
極
的
に
校
務
や
部
活
動
の
見
直
し
を
図
っ
て
い

た
だ
い
た
成
果
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
つ
い
て
は
課
題
が
見
ら
れ

ま
し
た
。
ス
ト
レ
ス
や
負
担
を
感
じ
、
体
調
不
良
を
訴
え

る
先
生
が
、
特
に
小
学
校
に
お
い
て
見
ら
れ
ま
し
た
。
課

題
の
あ
る
児
童
や
保
護
者
対
応
等
に
つ
い
て
、
強
い
責
任

感
か
ら
一
人
で
抱
え
込
ん
で
し
ま
う
傾
向
が
あ
る
よ
う
で

す
。
学
校
の
課
題
は
、
全
て
学
校
全
体
で
解
決
す
る
も
の

と
捉
え
、
早
期
段
階
か
ら
チ
ー
ム
で
の
対
応
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
に
入
り
、
わ
い
せ
つ
・
セ
ク
ハ
ラ
等
の

処
分
案
件
が
複
数
発
生
し
て
い
ま
す
。
校
内
服
務
倫
理
委

員
会
を
中
心
に
、
目
的
を
明
確
に
し
な
が
ら
、
更
な
る
研

修
の
充
実
を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。「
自

校
か
ら
は
絶
対
に
不
祥
事
を
出
さ
な
い
」
と
い
う
強
い
決

意
を
共
有
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

  

教
育
事
務
所
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
児
童
生
徒
や
教
職

員
が
心
身
と
も
に
健
康
で
充
実
し
た
学
校
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
引
き
続
き
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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授業力・学級経営力のスキルアップに！！
～「ステップアップAizu（授業サポートセミナー）」に参加しませんか～

　会津教育事務所では，指導の方法やスキルを身に付け，授業力や学級経営力の
向上を図ることをねらいとして，先生方（教諭・講師）を対象とした「ステップ
アップＡｉｚｕ」を開催しています。
　８月は，新型コロナウイルス感染症防止のためｗｅｂ会議システムを用いたオ
ンライン研修を実施しました。音楽科のセミナーに参加した先生方からは「楽し
みながら教材研究ができた」「子どもたちにも鑑賞が好きになってもらえるだろ
うと感じた」「オンラインでも講師の先生や参加者とつながりながら楽しく研修
ができた」等の感想がありました。実施案内を御覧になり是非御参加ください。 オンライン研修の様子

〔 参加対象者 〕
○　域内の小・中・義務教育

学校の教職員（希望者）
〔 講　師 〕
○　会津教育事務所職員

〔 定　員 〕
○　１２名程度

〔 時　間 〕
○　１５：３０～１６：４５

〔 会　場 〕
○　会津若松合同庁舎

［今後のセミナー（令和３年１０月～令和４年１月）］
〇　国語科授業づくりのポイント～説明的文章～
〇　小学校外国語科・外国語活動～授業づくりのポイント～
〇　中学校外国語科～授業づくりのポイント～
〇　社会科授業のポイント～単元づくりの工夫～
〇　やってみよう！ ケース会議～チームで支援を進めるコツ～
〇　どうしたら良いの？道徳科の“量的確保”～持続可能な授業づくりのコツ～
〇　ＩＣＴを利用した効果的な授業の在り方～算数科・数学科編～
〇　小中学校別　訪問を通した「よい授業」（算数科・数学科）の提供
〇　小学校“楽しい”音楽科の授業づくり～合唱編～

※ 詳細は実施案内参照

主催　会津教育事務所

 

令和３年度　会津教育事務所　指導の重点【後期】
【これまでの学校訪問や各校の学力向上の取組から】会津の強み会津の強み

１　児童生徒の興味・関心を高め，思いや問いを引き出しながら「めあて」を設定する授業が多い。 
２　ねらいを達成させるために児童生徒の思考の時間を確保し，様々な言語活動やＩＣＴ機器等を活用した活動を
取り入れ，考えを広め深める授業の工夫が多く見られる。 

３　学びを支える学級集団づくりに取り組むとともに，個に応じた補充的・発展的な学習の機会を設けている学校が多い。 
４　家庭学習の習慣が身に付き，計画的に家庭学習に取り組む児童生徒が増加している。
５　学校ぐるみでいじめや不登校の未然防止，及び将来的な社会的自立を目指した心温まる指導が行われている。  

 【令和元年度，令和３年度の全国学力・学習状況調査結果等から】 会津の課題会津の課題
１　算数・数学と英語が，全国平均正答率を下回っている。
２　自分の考えや意見を言葉で説明したり，記述したりすることが苦手な児童生徒が多い。  
３　不登校児童生徒が年々増加傾向にある。（１,０００人あたりの出現率が全国平均を上回っている。） 
４　平日にテレビゲーム（スマホを含む）等を行う時間が増加している。 

　授業での言語活動の充実目標１目標１

 指導の重点指導の重点
１　主体的に追究・解決できる時間を確保する。 
２　まとめ・振り返りの時間を確保する。
３　授業と家庭学習を連動させる。  
※　「授業スタンダード」，「家庭学習スタンダード」
「English Compass」の更なる活用 

 指導の重点指導の重点
４　教師による「居場所づくり」と児童生徒による「絆
づくり」を促進する。 
５　組織的な早期発見，早期対応による未然防止に努
める。 
６　個別の支援計画をもとにチームで支援する。 
７　学習機会の拡充とその情報提供に努める。 

　新規不登校児童生徒の出現防止  目標２目標２



第176号 令和3年10月6日3

我がまちからの情報発信

ようこそ！会津自然の家へ

現在，柳津町の「縄文館」では，展示替えを行いな
がら，リニューアルに向けての準備等を進めています。

縄文館は，道の駅「会津柳津」と一体的な施設であ
る「ほっとinやないづ」と，出入口を共有する展示施
設です。飲食コーナーや売店，足湯の陰に隠れてしま
い，暗めの照明のせいもあって，なかなか注目されに
くい施設です。しかし，縄文中期から後期にかけての
石
いしゅうまえ

生前遺跡から出土した大型の火焔型土器等を展示し
ている“注目すべき”施設です。また，町内の遺跡から
出土した土偶や首飾り，足形などの土製品はもちろん，
様々な石器も展示しています。

石生前遺跡出土品の中には，横Ｓ字や逆Ｓ字の文様
の土器があり，火焔型土器の特徴であるニワトリの頭
のような「鶏頭冠突起」に発展する過程を追うことが
できる資料があり，注目されています。今まで，火焔
型土器は，新潟県方面から会津へ伝わったと考えられ
ていましたが，この資料から，そのもととなるものが，

「会津の西部地域で誕生したのではないか」という考
えをもつ研究者も出てきました。

　自然の家では不登校児童生徒の心のケアを行いなが
ら，健康な生活ができるようになるためのきっかけづ
くりに取り組んでいます。「心のケア事業」は市町村教
育委員会と連携し，各小中学校や不登校対応教室から
参加者を募り６月に３回開催しました。自分で活動し
たいプログラムを見つけ「やってみたい」「やってみ
たら楽しかった」と思えるような体験活動を行ってき
ました。
　６月に参加した小学生が「釣り」を体験し，見事フ
ナを釣り上げました。釣りが終了すると「ゲームで釣
った魚とは比べものにならないくらい興奮した」とみ
んなの前で感想を発表していました。親子で参加した
保護者は「子どもが楽しめたことはもちろんですが付
き添っていた親の心のケアもしていただいた気がし
て，とても楽しい時間を過ごすことができました」と
話していました。

大噴火被害からの復興“只見川火焔街道”の町

「心のケア事業」のネットワーク

また，今から約５,４００年前に，会津はもとより
新潟県津川町（現阿賀町）付近までの縄文集落が壊滅
的な被害を受けたことが考えられる金山町の「沼沢火
山」の大噴火からの復興を物語るのが，石生前遺跡を
はじめとする本町の遺跡です。

縄文館には，毎年度，本町の小・中学生が社会科（歴
史）の見学学習に来てくれています。現在は，係員を
配置していませんが，事前連絡があれば，公民館職員

（学芸員）が解説することも可能です。入館料無料で
すので，斎藤清美術館（有料）とともに，町を訪れる
多くのみなさんに，ぜひご覧いただきたい施設です。

　１１月にも計画しており，子どもたちがさらに深く
自然との触れ合いや参加者同士の交流の中で普段の生
活とは違った気付きがあればと思います。
　不登校児童生徒の数値が増える中，自然の家がこの
エリアの自然環境や体験活動を通して，できることを
模索しています。学校は子どもに寄り添いながら復帰
へのアプローチに取り組んでいます。自然の家でそう
した子どもたちを親，学校，市町村とネットワークを
つくりながら支援していくことができればと考えます。

柳津町教育委員会

「縄文館」火焔型土器等の展示

自然環境を生かした体験活動の様子
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各学校の特色ある取組紹介

統合校として令和３年４月
に開校した新生喜多方高等学
校における特色の一つに総合
的な探究の時間（きたかた☆
グローバル☆リサーチ）にお
ける取組が挙げられます。地
域（喜多方市）を学びのフィ
ールドとし，地域における実

生活や実社会と自己の関わりにＳＤＧｓなど世界規模の視点
を加えながら，自分で課題を立て，情報を集め，整理分析し
てまとめ，表現する力の育成を目指しています。

本校には学校と地域をつなぐ役割を担う「地域コーディネ
ーター」が配属されており，学校と外部のつなぎ役として大
きな役割を果たしています。

コロナ禍の中，地域を学びのフィールドとした活動は理想
どおりとはいきませんが，現在のところ以下のような活動を

実施・計画しています。今後も地域の皆様の御協力を得なが
ら，生徒が社会に自ら参画する意欲を育むとともに，地域を
元気にする活動，本校ならではの取組を行っていきます。
○　夏季休暇　地域体験プログラム
【プログラム①】「喜多方の名産アスパラの現場を体験する」
【プログラム②】「循環型社会を目指して～SDGsの最前線～」
【プログラム③】「地域コーディネーターと回る西会津①

～アート編～」
【プログラム④】「地域コーディネーターと回る西会津②
　　　　　　　　～小商い編～」
○　市役所への提言
　（今後実施予定）
　市役所職員による取組や地域
が抱える課題について学び，高
校生の視点からその解決策を考
える。

総合的な探究の時間（きたかた☆グローバル☆リサーチ）について 県立喜多方高等学校

　「河東学園構想」の実現に向けて，４年前，河東学園小学
校の敷地に河東学園中学校が移転しました。そして今年度，
会津初の義務教育学校「河東学園」が誕生しました。地域や
学校が一体となって子どもたちを育てていくことを目指して
います。
　歩み始めたばかりですが，義務教育学校の利点を生かした
特色ある取組を紹介します。
　一つ目は，６年生の教科担任制です。国語は１組担任，算
数は２組担任，社会，理科，英語，図画工作は後期課程担当
教員がそれぞれ授業を行っています。６月末の６年生へのア

ンケート調査では９５％
以上の児童が「楽しい

（面白い）」「少し楽しい
（少し面白い）」と答えて
いました。
　二つ目は，６年生から
の希望制による部活動参

加です。曜日を限定し，
保護者の同意のもとで実
施しています。参加して
いる児童のほとんどが後
期課程生徒と同じ終了時
間まで頑張っています。
　今後，従来の校舎をそ
のまま使用していることから生じる教員や児童・生徒の移動
時間，授業時間が４５分（前期課程）と５０分（後期課程）
のための時程のずれ，そして小学校と中学校の教員の指導法
等の違いをすり合わせていくことを工夫していきたいと思い
ます。
　「未来を生きる子どもたち」のために真の義務教育学校と
しての姿を創っていきたいと思います。　
※　義務教育学校の修業年限は９年で，前期課程の６年（小

学校段階に相当）と後期課程の３年（中学校段階に相当）
に区分されます。

学園構想への第一歩 会津若松市立河東学園

　金山小学校では，「金山町のふるさと教育」として郷土の
よさを理解し，積極的に地域と関わり，地域を元気づけられ
る児童の育成をめざし教育活動を進めています。
１　テーマ学習及び栽培活動の実践
　金山町の特産である「沼沢湖のヒメマス」や「赤カボチャ」
などについて，総合的な学習の時間を中心に追究活動を行っ
ています。また，赤カボチャを含めた様々な野菜を「金山フ
ァーム」と名付けた学校農園で栽培し，収穫して食べる活動
まで行います。「金小みんなの田んぼ」ではもち米栽培活動
を行い，収穫したもち米は餅つきをして食べるほかに，販売
まで行います。児童の手作り案山子による鳥獣害対策も行っ
ています。体験を通したより深い学びにつなげています。
２　児童の想いから生まれた地域を元気にする活動
　児童自ら，自分たちができることで地域を元気にしたいと
いう想いをもち，地域のお年寄りや最寄りのＪＲ只見線会津

「ふるさと教育」 の実践 金山町立金山小学校

６年生入部説明会

校舎全景

和紙製作体験

アスパラ栽培体験

全校生で案山子作り

川口駅のお客さんに手作りクッキーや町伝統の蜜ろうそくを
贈るという活動をしてきました。現在はコロナ禍により実施
できずに残念ですが，保護者や地域，町にも協力いただいて
行ってきた活動です。コロナ禍が収束したら，ぜひ再開した
いと心待ちにしています。


